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（別紙様式＝中学校用）

都道府県番号 ３４

都道府県名 広島県

【 ①□ ②■ ③□ 】

＊重点をおいた観点にチェックすること

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 竹原市立忠海中学校

学 年 第１学年 第２学年 第３学年 特殊学級 計 教職員数

学級数 １ ２ ２ １ ６
２２生徒数 ３４ ４２ ４３ １ １２０

Ⅱ 研究の概要

（１）研究主題

教科の「基礎・基本」を豊かに生かす教育実践

－｢思考力｣｢表現力｣を高めるための個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善－

（２） 研究主題設定の趣旨

新学習指導要領では 「自ら学ぶ意欲の育成や思考力，判断力，表現力などの育成を図ること」，

が求められている。つまり 「確かな学力」とは知識・技能に加え，思考力・表現力などを含む，

ものである。そこで，これらの観点について本校が実態調査を行ったところ，各学年とも「思考

力 「表現力」に課題があることが明らかになった。本年度は，これらの観点を伸ばしていくた」

めに，個に応じた指導方法・指導体制の工夫改善に取り組むこととした。

Ⅲ 研究の概要（選択した観点を中心に記述すること）

（１） 研究推進体制の工夫

○研究組織 校長

教頭

企画委員会

職員会議

研修委員会

教科担任 道徳・特活委員会 総合的な学習担当 選択教科担当

○研修委員会

・本校の研修・研究に関する立案・計画・推進の役割を果たす委員会

・校長，教頭，教務主任，研究主任，各学年代表（１名×３学年）の７名で構成

・定期的に週１回行い，後は必要に応じて開催
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（２） 研究の実際

○研究の見通し

研究仮説：インプットからアウトプットへ

本校ではインプットとアウトプットを次のように捉えて

いる。

イ ン プ ッ ト－知識・技能の習得

アウトプット－課題に対して習得した知識・技能を結び

つけ思考すること。

思考過程や思考結果を表現していくこと

「思考力 「表現力」は，インプットしたことを繰り返しア」

ウトプットさせることにより育成されると仮定している。

また，この過程により「知識・技能」面における学力も

深化すると考えている。

したがって本研究は，繰り返しアウトプットさせる教材

や指導法を開発していくものである。

○研究の内容・方法

① 思考・表現を重視した「思考・表現道場」の設定

「思考・表現道場」とはアウトプットの場（習得した知識・技能を活用して思考し，表現する

場）のことである。この「場」を必修教科において毎時間，短時間で設定している。この活動を

繰り返し行い、生徒に「自分の考えや，学習した内容をまとめて書くこと」に慣れさせ 「思考，

力 「表現力」の基礎を育成していく。」

ア １時間の授業構成

本校では，過去２年間

の研究で成果のあった 知「

識・技能」定着のための

繰り返し学習を授業の導

入時に設定している。今

年度は 「思考力 「表現， 」

力」育成のために，繰り返し学習の方法を活用し「思考・表現道場」として導入した。

イ 具体例

（ア）国語科 ２年生

毎時間の授業の最後に，授業を振り返って，学習内容を「要約」し３行で書かせる。次の時間

の導入時に、記述した内容に感想や反省を付け加え200字程度にまとめて，２～３人の生徒に

発表させている。また，記述した内容を毎時間集積し，ポートフォリオ評価として活用している。

（イ）社会科 全学年

１時間の授業における学習課題を小テストとして提示し，授業の最後に自由記述させる。記述

させたものは，教師が評価すると共に，ポートフォリオ評価として活用していく。

②思考力・表現力を重視したカリキュラムの作成と実施

３年生選択教科

において，問題解

決学習を導入し，

思考力・表現力の

育成を重視したカ

リキュラムを作成

・実施した。

繰り返し学習

（知識・技能の定着） 本 時 の 学 習
３～５分

実施教科 実施時間 学習のねらい

国 語 ①思考方法・表現方法の理解
各教科

社 会 ②問題解決のための情報選択能力の育成
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ１時間

数 学 ③思考力
前期17時間

理 科 ④まとめる力
後期17時間

英 語 ⑤表現力

確かな学力

思考力・表現力

知識・技能
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学習過程ア

（ア）表現するための様々なスキルを習得させる。

例）図・表・グラフの書き方

「推論・意見」と「事実」の分け方

要約の仕方

実験・現象の記録の仕方

英会話の表現方法

（イ）思考するための様々なスキルを習得させる。

例）グラフ・表・資料の読み取り方

比較の観点・類似性・傾向性・全体の把握の仕方

（ウ）習得した知識・技能，収集した情報の中から問題解決

に必要（適切）なものを選択する力を身につける。

（エ）選択した知識・スキル・情報を統合し表現する。

。
※（ウ （エ）の学習を繰り返し行った）

イ 具体例

（ア）国語科

◎系統的ステップ方式の導入

＜文章量のステップアップ＞

ＳＴＥＰ１：１００字以内の短い文章を書く学習

ＳＴＥＰ２：１００字の文章を３００字～４００字にふくらませる学習

ＳＴＥＰ３：３００字～４００字の意見文を書く学習

＜文章内容のステップアップ＞

ＳＴＥＰ１：要点だけを絞って文章化する学習

ＳＴＥＰ２：事実についてのみ正確に文章化する学習

「推論や意見」と「事実」は違うことを明確にさせる。

ＳＴＥＰ３： 事実」と「推論や意見」を分けて２段落構成で文章化する学習「

◎繰り返し書く活動を取り入れ，書くことに慣れさせる指導

上記の＜文章量のステップアップ＞及び，＜文章内容のステップアップ＞のＳＴＥＰ２の段

階を５時間使い，繰り返し何度も学習させた。

（イ）理科

・ 二酸化炭素の発生を利用したロケット発射実験」を２回行うことにより，実験の失敗につい「

て分析，思考させ，改善策を検討させる。

・ 実験計画→実験→結果の分析と改善策の検討→再実験」という学習プロセスをふませ，結果「

（失敗）の考察と改善策を思考させる時間を設定する。

  

表現方法の習得

思考方法の習得

思 考

表 現
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（３）研究の成果と課題

＜成果＞

①研究前の生徒の状況及び課題

ア「思考力 「表現力についての課題」

（ア）平成１４年度・広島県「基礎・基本」定着状況調査から

・数学の「数量関係」での表現処理 教 科 学 習 項 目 本校平均 県平均

６６．７ ６７．５や国語の「内容説明」など，項目 国 語 ○内容説明

４４．６ ５６．８によっては県平均を下回るものが 数 学 ○「数量関係」での表現処理

広島県「基礎・基本」定着状況調査（２年生４２名、平成１４年６月実施）ある。

・表現能力の項目で正答率が６０％を切る項目がある。

（イ）平成15年３月生徒意識アンケートから

・記述する問いに答えることが得意な生徒

は32.5%で，苦手意識が強い。

・ 事実と意見を区別して自分の意見を書「

くことができる」と答えた生徒は５０％

を切っている。

・自分の考えをまとめて表現したり，さま

ざまな事象を説明することが苦手（また

生徒意識アンケート（２年生４２名、平成１５年３月）はわからない）という実態がある。

②成果

ア 思考力・表現力の観点別評価におけるＣ層が減少

した。

定期テストにおいて，Ａ層～Ｃ層の人数分布を分析

した結果，Ｃ層が減少し，思考力・表現力の底上げが

できた。

イ「思考・表現道場」の実施により論理的に表現す

る力や思考する力が向上した。

社会で行った「思考・表現道場」での，毎回の評価

（ ） ． ． 。平均値 ５段階評価 が３ ７から４ ８へ上昇した

（国語科 ２年生４２名 平成１５年度）

ウ 選択教科における，問題解決学習によっ

て，思考し表現することに対する，情意面

における自信がついた。

生徒意識アンケート（ 選択国語 ３年生１６名）

＜課題＞

①「思考力 「表現力」における，変容をより具体的に見取っていくための評価方法を検討す る」

必要がある。

②「思考・表現道場」がより効果的に行われるよう，指導の視点を明らかにしていく。

③長期的な視点で 「思考力 「表現力」を育成していくために，小中連携の充実を図ってい く， 」

必要がある。

事 実 と 意 見 を 区 別 し て 自 分 の 意 見 を 書 く こ と が で き る か

7
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（４）研究成果の普及の方策

① 公開研究会・研修会

ア 広島県教務主任研修会 公開授業(6/13)

イ 広島県尾三教育事務所管内10年経験者研修(10/14)

ウ 第３回公開授業研究会(11/19)

エ 公開研究授業（フロンティア地区協議会 （年間８回））

オ 教育内容説明会（年回３回 保護者対象）

カ 第４回公開授業研究会（平成16年秋予定）

② 地区協議会の実施

フロンティア地区協議会（毎月実施）

③ 研修視察

ア 広島県戸河内中学校 研修視察のため来校(8/21)

イ 福岡県自由ヶ丘中学校 研修視察のため来校（1/15）

ウ 岡山県大島中学校 研修視察のため来校(1/29)

エ 佐賀県大和中学校 研修視察のため来校(3/2)

オ 岡山県伊里中学校 研修視察のため来校(3/4)

④ 普及活動

ア 平成15年度実践報告集作成配布

イ ＨＰでの研究成果の公開（http://www.tadanoumi-j.hiroshima-c.ed.jp/index.htm）

ウ 日本教育新聞へ掲載（８月）

エ 産経新聞へ掲載（９月～10月：５回連載）

⑤ フロンティアティーチャーの普及活動

ア フロンティアスクール中間報告会（第３回学力向上推進協議会）実践発表（2/20）

イ 香川県中讃教育事務所フロンティアスクール中讃地区協議会 発表（2/27)

ウ フロンティアティーチャー研修会参加 進捗状況報告（年間７回）

エ 学力向上推進協議会参加（年間３回）

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 レ１５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 レ４～６学級

７～９学級 １０～１２学級

１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 レ少人数指導 レＴ．Ｔによる指導

その他

【研究教科】 レ国語 レ社会 レ数学 レ理科

レ外国語 レ音楽 レ美術 レ技術・家庭

レ保健体育 レその他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 レ有 無

【特色ある取組事例として紹介したいポイント】

全教科において 「思考・表現道場」や選択教科における問題解決学習を取組むことにより，，

論理的に表現する力や考える力が向上していること。
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